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　Ⅰ.　第２１期決算説明　　決算概要
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黒字転換

２００９年８月にＩＴアパレルブランド事業を売却。美容室運営事業に特化した
ことにより、売上高、営業費用が共に減少したものの、その効果として第２１
期は、営業利益、経常利益、当期純利益において黒字転換を果たしました。

安定的な収益の計上

前期において｢のれん｣１，１３２百万円を全額減損損失として処理し、不採算
事業を売却して美容室運営事業に特化したため、今後、安定的な収益を計
上していく経営基盤を整えました。

投資事業組合運用損

当社が出資している不動産投資事業組合において、当社の持分相当額の
４５百万円の回収見込みが立たなくなったこと等から、「投資事業組合運用損」
として６５百万円を営業外費用に計上致しました。

関係会社株式売却益

債務超過状態であった株式会社ジョリーブティックの全株式を売却したことに
より関係会社株式売却益３０百万円を計上致しました。

減損損失

電話加入権の資産価値がなくなったこと等により、減損損失１４百万円を計
上致しました。

■連結売上高

■連結純利益

（百万円）



　Ⅰ.　第２１期決算説明　　損益計算書

第２１期
（２０１０年６月期）

第２０期

（２００９年６月期）
科目

△４５３

２０１

３１１

１，７１７

３７

７

△２９８

△１，２３０

△５００

△１１７

増減

△７５２１，７６６２，５１９売上高

１，２８１１，７３５売上原価

４８５７８３売上総利益

４１２９１３販売費・一般管理費

７２△１２９営業利益

３１１営業外収益

７４１９２営業外費用

１△３１０経常利益

３７－特別利益

２２１，２５２特別損失

３９△１，６７７当期純利益

（百万円）

売上高
　　　　　　　　　　　

営業費用（売上原価+販売管理費）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

営業外費用
投資事業組合運用損　６５百万円

　

特別利益
ジョリーブティック株式売却益　３０百万円

特別損失
減損損失　１４百万円

うち電話加入権　１２百万円

△２６．１％

－

－

－

－

７１．１％

△３８．１％

△９８．２％

△５４．８％

△６１．４％

前期比

△２９．９％

△１１８１，７５９１，８７７美容室

増減２１期２０期（百万円）

アパレル △６４１－６４１

その他 ７７－

主な増減要因

△３０１１，５０４１，８０５美容室

増減２１期２０期（百万円）

△６０８－６０８アパレル

△４６１８９２３５その他

６期ぶりに黒字化を達成
いたしました。



（百万円）

総資産
△１３４百万円（９．５％減少）

流動資産
＋３４百万円（５．６％増加）

固定資産
△１６８百万円（２０．７％減少）

投資有価証券の減少　　　　　　　　　　　　　
△１５３百万円（４７．７％減少）　

負債
△１３８百万円（１５．０％減少）

有利子負債の減少

△１２７百万円（４２．４％減少）

純資産
３百万円（０．８％増加）

当期純利益　３９百万円

自己株式の取得△４０百万円

主な増減要因

　Ⅰ.　第２１期決算説明　　貸借対照表

△１６８

△１５３

△１３４

△１３８

△１０

△４

３

△１３４

増減
第２１期

（２０１０年６月３０日）

第２０期
（２００９年６月３０日）

科目

３４６４１６０７流動資産

６４７８１６固定資産

１７６１８０　（有形固定資産）

１６８３２１（投資有価証券）

３０３３１３（その他固定資産）

１，２８９１，４２４資産合計

７８２９２１負債合計

５０６５０２純資産合計

１，２８９１，４２４負債・純資産合計

△１２７１７２３００（有利子負債）



２００９年８月１４日
ＩＴアパレルブランド事業を運営する株式会社ジョリーブティックの全株式を売却、グループの事業を美容室運営事業に集約する。

２００９年１０月１日
株主会社ビーアイジーグループが旧株式会社エム・エイチ・グループを吸収合併、株式会社ビーアイジーグループから株式会社エム・エイチ・

グループへ社名変更し、美容室運営事業中心の体制へ移行する。同時にグループの本部機能を統合し、管理費の大幅な削減を遂行する。

２００９年１２月２２日
自己株式２，９６１株を取得。(1株１３，８３０円　総額４０，９５０千円)

２０１０年２月５日
平成２２年６月期第２四半期決算短信において、｢継続企業の前提に関する注記｣解消。　

２０１０年３月３１日
１００％子会社として株式会社クローバーを設立、モッズ・ヘア千葉店(ＦＣサロン)の運営を譲り受ける。

２０１０年４月４日
当社設立２０周年

２０１０年６月３０日
横浜地区で積極的な店舗展開を行うため、モッズ・ヘア横浜西口店等を運営する有限会社ワーク・ワークスの全株式を取得。

株式会社ワーク・ワークスとして当社グループ化。

　Ⅰ.　第２１期決算説明　　トピックス

第21期は増収の基盤構築に
努めてまいりました。



　Ⅱ.　第２２期概況説明　当社グループ概況

純粋持株会社から事業持株会社に移行

２０１０年１０月　株式会社アトリエ・エム・エイチの美容室運営事業のうち、
直営サロン運営事業を除くすべての事業(フランチャイズ事業およびスタジオワーク事業)を分割し承継

日本をはじめとするアジアにおけるモッズ・ヘア商標のライセンス権についても当社が承継

グループ全体の収益を効率的に集約することで、グループ内で戦略的な資金配分が可能

連結子会社における役割の明確化　



２０１０年９月３０日まで ２０１０年１０月１日以降

㈱アトリエ・エム・エイチ
（美容室運営事業）

㈱ライトスタッフ
（美容室支援事業）

㈱エム･エイチ･パシフィック
（商標管理会社）

１００％

１００％

　Ⅱ.　第２２期概況説明　　グループ構成

㈱エム・エイチ・グループ
（純粋持株会社）

㈱エム・エイチ・グループ
（事業持株会社）

㈱ライトスタッフ
（美容室支援事業）

㈱アトリエ・エム・エイチ
（美容室運営/東京）

㈱クローバー
（美容室運営/千葉）

㈱ワーク・ワークス
（美容室運営/横浜）

１００％

株式会社ワーク・ワークス
２０１０年６月３０日に当社が１００％子会社化

株式会社エム･エイチ･パシフィック
２０１０年７月１日に株式会社アトリエ・エム・エイチが吸収合併

株式会社クローバー
２０１０年１０月１日より当社子会社

㈱クローバー
（美容室運営事業）

㈱ワーク・ワークス
（美容室運営事業）



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明①　直営サロン運営事業

首都圏においてモッズ･ヘアサロンを１４店舗を展開

第２１期は、景気低迷の影響などから、既存顧客における来店周期の長期

化などが見受けられた結果、売上高は前期に比べ２.４％減の１０億２００万

円となりました。新規顧客数においても前期に比べ微減しており、低価格

サロンへの流出が影響しているものと予想されます。

以上のような状況に対応するべく、２０１０年６月、

コンセプトサロンとしてモッズ･ヘア駒沢店をオープン。

｢セルフブローサービス｣｢ベビーシッティングサービス｣｢アップル社の人気

製品「ｉＰａｄ」の無料貸与｣｢予約をせずにいつでも気軽にご利用頂けるシ

ステム｣｢前髪カット無料化｣といったこれまでにないサービスの導入により、

学生や主婦を中心に多数ご利用頂いており、オープン以来順調に実績を

伸ばしております。

さらに、ブランド力の強化や実践的ノウハウの蓄積を目的に直営サロンに

よる事業展開の拡大を図る一環として、ワーク･ワークスをグループ会社

化。

第２２期は、新規オープンは１店舗、リニューアルオープンは２店舗を予定。

売上高は前期に比べ２億３３００万円増の１２億３５００万円を計画。
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売上推移

単位：百万円



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明①　直営サロン運営事業

２０１０年１０月２２日、モッズ・ヘアのフラッグシップサロン

「モッズ・ヘア銀座四丁目店」がグランドオープン！

パリでスタートしたモッズ・ヘア。

シャンゼリゼ通りの近くにあるモッズ･ヘアサロンと肩を並べる規模のサロンが、

銀座四丁目交差点、サッポロ銀座ビル３Ｆ（１Ｆ日産ギャラリー）にオープン。

モッズ・ヘア最大級の規模を誇り、最高のロケーションにふさわしい、最高のサービスと共に、

最高にファッショナブルなヘアスタイルを体感して頂けます。

モッズ･ヘア銀座四丁目店

東京都中央区銀座５-８-１　サッポロ銀座ビル３Ｆ

アクセス：東京メトロ銀座線　銀座駅Ａ３出口徒歩０分

広さ：８６．２０坪　セット面：２７面　シャンプー台：７台

※銀座四丁目店のオープンに伴い、これまで並木通りで営業していた銀座店は閉店致します。



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明①　直営サロン運営事業

今期の出店計画

２０１０年１１月３日、

「モッズ・ヘア相模大野店」移転オープン

モッズ･ヘアビューティー相模大野店

神奈川県相模原市南区相模大野３－８－１　相模大野ステーションスクエアＢ館７Ｆ

アクセス：小田急線｢相模大野駅｣徒歩０分

広さ：４３．４２坪　セット面：１６面　シャンプー台：４台

２０１１年３月、

「モッズ・ヘア二子玉川店」グランドオープン

モッズ･ヘア二子玉川店

東京都世田谷区玉川２－２１－１　二子玉川ライズ・ショッピングセンター

アクセス：東急田園都市線「二子玉川駅」徒歩０分

広さ：４４．２１坪　セット面：未定　シャンプー台：未定



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明②　フランチャイズ事業

モッズ・ヘアでは、フランチャイズサロンの事を
ブランドシェアサロン（ＢＳサロン）と呼称しております。

モッズ・ヘアサロンのフランチャイズシステムは、

ライセンス契約による純粋フランチャイズ方式と当社が設備投資をし、

サロン運営のみを委託する業務委託方式によって構成されております。

第２１期における新規出店

２００９年７月 札幌澄川店（北海道札幌市）
２０１０年５月　　　柏店（千葉県柏市）

第２１期における移転

２０１０年３月 高崎店（群馬県高崎市）

２０１０年９月現在のＢＳサロン数は８２店舗

うち、業務委託方式によるＢＳサロン数は３店舗

単位：百万円
売上推移



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明③　スタジオワーク事業

モッズ･ヘアの原点、ヘアメイクチーム

スタジオワークとは、パリコレクションなどのファッションショーをはじめ、

ファッション誌やＴＶＣＭなどの撮影の際に、出張でヘアメイクを手掛ける

仕事で、サロンワークに対比して、スタジオワークと呼称。

１９６８年当時、チームでスタジオワークをしていたモッズ･ヘアのヘアメイ

クアーティスト達が、ファッション雑誌などで創ったヘアスタイルを一般の

女性にも広めたいという考えから、モッズ･ヘアサロンが誕生しました。

つまり、スタジオワークはモッズ･ヘアの原点となる活動なのです。

現在、日本では１２名のヘアメイクアーティストが所属しており、

年間３,０００ページ以上のファッション雑誌に掲載され、

一流メゾンのファッションショーでヘアメイク活動を行っています。

単位：百万円



売上推移
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　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明④　ヘアメイク専門サロン運営事業

単位：千円

メイクアップとヘアスタイリングに特化した新業態

これまで、結婚式などに出席する際のパーティーヘアは美容室で行うのが

一般的でしたが、より低価格で手軽にスタイリングをしてほしいという

女性のニーズに応えるべく、２００８年１２月、東京・銀座にオープン。

美容室でありながら、カットやパーマといった施術は行わず、

短時間、低料金でヘアメイクのみを行うという、これまでにないコンセプト。

通常の美容室よりも出店コストが低く、必要面積が１０坪程度と省スペース
であるため、集客力の見込める駅ビルや商業施設への出店が可能。

売上は順調に推移しており今期は３，３００万円を計画。

モッズ･ヘア　パルティ銀座コア店

東京都中央区銀座５-８-２０　銀座コアＢ１Ｆ

アクセス：東京メトロ銀座線　銀座駅Ａ４出口徒歩０分
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売上高

加盟店数推移
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株式会社ライトスタッフ

グループ会社のスケールメリットを活用して、

全国に22万軒ある美容室に向けて様々なサービスを提供しております。

キャッシュレス化の動きが高まる中、

美容室においてもクレジットカード決済の需要が増えていることから、

今後も加盟店は増えていくものと予想されます。

クレジットカード決済代行サービスの主なメリット

　

①　通常より低い手数料率

②　全てのクレジットカードの取り扱いが可能

③　通常より早い清算

　Ⅱ.　第２２期概況説明　　事業説明⑤　美容室支援事業

単位：店舗数

単位：千円



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　株主還元

配　当

当社の株主還元は、将来のグループの事業展開に必要な内部留保の充実に留意しつつ、

適正な年１回の期末配当を基本方針としております。

当社は、本年４月をもちまして設立２０周年（平成２年４月４日設立）を迎えることができました。

これもひとえに株主の皆様のご支援の賜物であると考えております。

これまでのご支援に感謝致しまして、１株当たり１００円００銭の記念配当を行うことと致しました。

第２２期(平成２３年６月期)につきましては、期末配当として１株当たり１００円００銭を予定しております。



　Ⅱ.　第２２期概況説明　　株主還元

モッズ･ヘアサロンで

ご利用頂ける優待券(3,000円分)を

お送りいたします。

モッズ･ヘアサロンで

ご利用頂ける優待券(3,000円分)と

モッズ･ヘア製品(3,500円相当)を

1セットお送りいたします。

１株保有の
株主様

２株以上保有の
株主様

２０１０年１２月末日を基準日とする株主優待より以下のとおり変更させて頂きます。



前期（第２１期　２０１０年６月期） 黒字転換
合併による本部経費の削減、収益源である美容業への経営資源集約

今期（第２２期　２０１１年６月期） 増収増益と復配

　Ⅱ.　第２２期概況説明　　経営目標

来期（第２３期　２０１２年６月期） 安定的な成長と増配



１９５

４５

７５

１９

－

△３

４０

△１１

△５

△３３

増減
第２２期予想
（２０１１年６月期）

第２１期
（２０１０年６月期）

科目

２３５２，００１１，７６６売上高

１，４７６１，２８１売上原価

５２５４８５売上総利益

４０７４１２販売費・一般管理費

１１７７２営業利益

０３営業外収益

４１７４営業外費用

７６１経常利益

－３７特別利益

１１２２特別損失

５８３９当期純利益

（百万円）

売上高
ワーク･ワークスの子会社化や新規出店といっ
た要因から、２３３百万円増収予定

販売費・一般管理費
マーケティング強化のため人件費増額予想

１９百万円

本部統合による管理費等の削減予想

△２５百万円

営業外収益及び費用
投資事業組合運用損の見込み額

△４０百万円

特別損失
資産除去債務の見込み額

△１１百万円

主な増減要因

　Ⅲ.　業績予想 第２２期業績予想

２期連続黒字決算、
そして今期増収を果たします！



２００９年６月期　
総売上

１，９０４百万円

　Ⅲ.　業績予想　　売上計画

■売上高 １，７６６ ２，００１

第２１期 第２２期予想

２，５１９

第２０期

２，１００

第２３期予想

単位：百万円



　Ⅲ.　業績予想　　利益計画

◆営業利益

■経常利益

▲当期純利益

７２

１

３９

１１７

７６

５８

第２１期 第２２期予想

－１２９

－３１０

－１,６７７

第２０期

１３５

９５

７４

第２３期予想

利益計画単位：百万円



　Ⅲ.　業績予想　　財務計画

有利子負債残高キャッシュポジション

■キャッシュポジション

■有利子負債残高

２５１

１８２

２１０

５５

第２１期 第２２期予想

２６７

３００

第２０期

３１０

４８

第２３期予想

単位：百万円単位：百万円

借入金の減少により
キャッシュポジションが
大幅に改善します。



　Ⅲ.　業績予想　　経営指標

◆自己資本比率

▲ＲＯＥ（株主資本利益率）

■１株あたり当期純利益

３９．２％

７．７％

３５２．７円

４６．２％

１０．２％

５２２．２円

第２１期 第２２期予想

３５．３％

△３３４．０％

△１４８０４．３円

第２０期

５１．４％

１１．４％

６６２．０円

第２３期予想

１株あたり当期純利益自己資本比率 ＲＯＥ（株主資本利益率）
単位：円



ご清聴ありがとうございました。

本資料の内容には、将来の業績に関わる記述が含まれていますが、このような記述は将来の業績を保証するものではなく、

リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意下さい。

本説明会資料やＩＲ全般に関するご意見・ご質問等がございましたら、下記のＩＲ担当までお問い合わせ下さい。

株式会社エム・エイチ・グループ　管理部　ＩＲ担当（田邊）

ＴＥＬ：０３－５４１１－７２２２　　ＦＡＸ：０３－５４１１－７２２３

Ｅ‐ｍａｉｌ：ｉｒ＠ｍｈｇｒｏｕｐ.ｃｏ.ｊｐ

本日はご多忙の中、当社会社説明会にご出席頂き誠にありがとうございます。

本日の説明会を通じて、当社グループに対するご理解をさらに深めて頂ければ幸いに存じます。

ご出席頂いた皆様におかれましては、より一層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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